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偽陰性

既存研究[2]

テストコードに欠陥があるためにプロダクトコー
ドの欠陥を見逃すことを偽陰性という．偽陰性
はプロダクトコードの欠陥を見逃してしまうた
め，システムの品質に重大な悪影響を及ぼす可
能性がある．

本研究の目的
偽陰性を自動抽出するツールを提案する．

偽陰性の候補となるコミット
の抽出方法

今後の予定
• 偽陰性を自動抽出するツールを実装する 
• ツールが抽出したコミットを目視して，偽陰性が
正しく検出されたのかを分析する
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Vahabzadehらは，5,556件のテストコードに関
係する欠陥報告を抽出した．抽出した欠陥報告か
ら手作業で抽出した443件の欠陥報告のうち，偽
陰性は15件と全体の3%であった．

テストコードにおける欠陥
ソフトウェアテストは，プロダクトコードが期
待通りに機能するかを検証するために実施される．
プロダクトコードに対して同量のテストコードが
記述されるが[1]，プロダクトコードに欠陥が混
入するのと同様に，テストコードにも欠陥が混入
する恐れがある．

1. プロダクトコード（A.java）とテストコード
（ATest.java）が同時に修正されたコミットを特
定する 

2. 実際にテストコードの不具合が報告されているの
かを確認する 

3. 報告されていれば，直近に変更されたテストコー
ドを特定する 

4. その日時より過去で最近プロダクトコードに変更
があったコミットを特定する

•既存研究の問題点 
偽陰性の調査を目視によって行っているが，
目視ではコミットログをたどることにコスト
がかかるため，発見が困難である．
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